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『
天
主
実
義
』
 
は
、
イ
タ
リ
ア
出
身
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
 
（
M
a
t
t
e
O
R
i
c
c
i
）
 
が
、
利
鴫
賓
と
い
う
中
国
名
で
著
述
・
出
 
 

版
し
た
書
物
で
あ
る
。
中
国
人
の
学
者
（
中
土
）
と
西
洋
人
の
学
者
（
西
士
）
と
の
問
答
と
い
う
形
を
取
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
 
 

ト
教
（
天
主
教
）
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
六
〇
三
年
（
万
暦
三
一
）
 
に
北
京
で
初
刻
さ
れ
、
そ
の
の
ち
幾
度
も
出
版
さ
 
 

（
1
）
 
 

れ
た
も
の
で
、
明
末
か
ら
清
朝
期
の
中
層
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
期
の
日
本
や
朝
鮮
朝
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
筆
者
は
本
書
の
成
立
 
 

（
2
）
 
 

事
情
に
関
し
て
、
別
稿
に
お
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
成
立
過
程
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
出
版
と
そ
れ
に
関
わ
る
幾
つ
か
 
 

の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
最
後
に
、
出
版
に
際
し
て
附
さ
れ
た
 
『
天
主
実
義
』
 
の
序
文
に
つ
い
て
、
現
代
語
訳
を
試
み
る
こ
と
に
 
 

す
る
。
 
 

【
注
釈
】
 
 
 

（
1
）
 
後
藤
基
巳
著
『
天
主
実
義
』
 
（
明
徳
出
版
社
「
中
国
古
典
新
書
」
、
一
九
七
一
）
 
「
解
説
」
、
平
川
柘
弘
著
『
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
2
』
 
（
平
凡
社
「
東
洋
 
 

文
庫
」
、
一
九
九
七
）
等
を
参
照
。
ま
た
、
日
本
と
の
関
係
七
っ
い
て
は
、
海
老
沢
有
遺
著
「
『
天
主
実
義
』
雑
考
1
特
に
日
本
と
の
関
連
に
お
い
て
－
」
（
『
増
 
 

訂
切
支
丹
史
の
研
究
』
所
収
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
こ
を
参
照
。
 
 
 

（
2
）
 
拙
稿
「
『
天
主
実
義
』
 
の
成
立
」
 
（
『
哲
学
年
報
』
第
五
十
一
輯
、
一
九
九
二
）
。
 
 
 

は
じ
め
に
 
 

『
天
主
実
義
』
 
の
出
版
 
 

柴
 
田
 
 



明
未
申
国
の
天
主
教
布
教
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
が
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
一
五
五
二
～
一
六
一
〇
）
 
で
あ
る
。
彼
 
 

（
1
）
 
 

は
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
中
国
宣
教
の
歩
み
に
つ
小
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
詳
細
な
「
報
告
書
」
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
『
天
主
芙
義
』
 
 

成
立
の
事
情
や
目
的
に
関
し
て
は
、
こ
の
「
報
告
書
」
の
中
に
散
見
す
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
ま
と
め
て
み
る
。
 
 
 

リ
ッ
チ
は
一
五
八
二
年
（
万
暦
一
〇
）
 
に
中
国
本
土
に
入
り
、
本
格
的
な
天
主
教
伝
道
に
着
手
す
る
。
彼
ら
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
最
初
に
 
 

出
版
し
た
教
理
書
は
、
「
十
誠
」
の
中
国
語
訳
で
あ
っ
た
 
二
五
八
三
～
八
四
、
「
報
告
書
」
第
二
の
書
・
第
四
章
）
。
そ
し
て
、
よ
り
体
系
 
 

的
な
教
理
書
と
し
て
編
集
さ
れ
た
の
が
、
中
国
文
に
よ
る
カ
テ
キ
ズ
ム
、
『
天
主
実
録
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
リ
ッ
チ
の
先
輩
で
あ
る
ミ
 
 

ケ
ー
レ
・
ル
ッ
．
ジ
エ
リ
 
（
中
国
名
は
羅
明
堅
、
一
五
四
三
～
一
六
〇
七
）
 
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
一
五
八
四
年
（
万
暦
一
二
）
 
八
月
に
 
 

自
序
が
書
か
れ
薫
リ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
チ
ー
ナ
の
諸
宗
派
の
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
論
破
し
、
聖
な
る
信
仰
の
主
要
な
点
、
 
 

と
く
に
天
性
の
光
に
よ
っ
て
容
易
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
説
明
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
 
（
「
報
告
書
」
第
二
の
書
・
第
四
章
）
。
 
 

こ
の
書
物
に
よ
っ
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
名
前
は
ま
た
た
く
ま
に
遠
方
ま
で
広
ま
っ
た
」
（
同
上
）
と
言
う
。
ま
た
リ
ッ
チ
は
、
「
こ
の
王
国
 
 

で
は
文
字
が
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
わ
た
し
た
ち
の
問
題
は
話
す
よ
り
も
文
字
に
し
た
方
が
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
た
」
（
同
上
）
 
 

と
述
べ
て
い
を
こ
の
よ
う
に
中
国
文
に
よ
る
書
物
の
力
を
確
信
し
た
リ
ッ
チ
ら
は
、
こ
れ
以
後
宗
教
的
な
も
の
に
限
ら
ず
、
西
洋
文
化
 
 

に
関
す
る
様
々
な
内
容
の
書
籍
の
出
版
を
行
っ
て
い
く
。
 
 
 

し
か
し
、
や
が
て
『
天
主
実
録
』
に
は
幾
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
入
華
当
初
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
は
 
 

仏
教
僧
の
よ
う
な
格
好
を
し
て
お
り
、
『
天
主
実
録
』
も
「
天
竺
国
僧
輯
」
と
称
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
儒
教
の
立
場
に
近
づ
き
、
 
 

仏
教
を
攻
撃
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
表
現
は
都
合
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
 
（
「
報
告
書
」
第
三
の
書
・
第
十
三
章
）
。
 
 

内
容
的
に
も
、
カ
テ
キ
ズ
ム
の
全
体
を
過
不
足
な
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
質
量
共
に
不
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
や
 
 
 

Ⅰ
 
『
天
主
実
義
』
 
の
成
立
 
 



『天主実義』の出版  

が
て
『
天
主
実
録
』
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
伴
い
、
リ
ッ
チ
は
新
た
な
カ
テ
キ
ズ
ム
の
作
成
に
着
手
す
る
。
そ
の
結
果
作
 
 

ら
れ
た
も
の
が
、
よ
り
完
全
な
カ
テ
キ
ズ
ム
と
し
て
の
 
『
天
主
教
要
』
で
あ
り
、
今
一
つ
が
『
天
主
実
義
』
で
あ
る
 
（
第
五
の
書
・
第
二
 
 

章
）
ぺ
西
来
の
天
主
教
に
対
し
て
は
、
中
国
人
か
ら
様
々
な
疑
問
や
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
『
天
主
実
録
』
に
も
そ
う
し
 
 

た
内
容
が
幾
つ
か
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
問
い
か
け
に
対
す
る
説
明
も
含
め
て
、
必
ず
し
 

た
。
ま
た
、
中
国
人
の
宗
教
や
思
想
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え
た
形
で
の
対
話
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
リ
ッ
チ
の
『
天
主
実
義
』
執
筆
の
ね
 
 

ら
い
は
、
ま
さ
に
そ
の
点
に
ぁ
っ
た
。
実
際
の
対
話
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
国
人
の
関
心
や
意
識
に
即
し
た
、
真
に
中
国
人
向
け
の
天
主
 
 

教
解
説
書
を
作
成
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
入
華
か
ら
十
年
以
上
が
経
ち
、
広
東
か
ら
江
西
へ
と
次
第
に
伝
道
範
囲
が
広
が
っ
て
い
く
 
 

一
五
九
四
年
（
万
暦
二
二
）
頃
か
ら
、
『
天
主
実
義
』
 
の
執
筆
は
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

一
六
〇
一
年
（
万
暦
二
九
）
 
に
書
か
れ
た
鳩
応
京
の
「
天
主
実
義
序
」
に
は
、
「
『
天
主
実
義
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
利
鴫
筆
先
生
と
、
 
 

同
郷
の
耶
蘇
会
土
方
が
、
我
が
中
国
人
と
行
っ
た
問
答
の
文
章
で
あ
る
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
リ
ッ
チ
自
身
出
版
に
際
し
て
著
し
た
「
天
 
 

主
実
義
引
」
の
中
で
、
「
〔
そ
こ
で
〕
私
は
中
国
の
士
人
が
私
た
ち
に
質
問
を
し
た
こ
と
に
答
え
た
内
容
を
記
述
し
て
、
一
部
の
書
物
を
作
っ
 
 

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
リ
ッ
チ
ら
西
洋
人
修
道
士
と
中
国
人
と
の
実
際
の
問
答
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
言
 
 

え
る
。
そ
の
内
容
を
主
題
ご
と
に
整
理
し
、
中
土
と
西
士
と
の
問
答
の
形
に
編
集
し
直
し
た
も
の
が
 
『
天
主
実
義
』
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

南
昌
へ
一
と
歩
を
進
め
た
一
五
九
六
年
（
万
暦
二
四
）
頃
、
『
天
主
実
義
』
の
一
応
の
稿
本
が
完
成
す
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
『
天
主
実
録
』
 
 

の
版
木
は
破
棄
さ
れ
る
。
稿
本
完
成
後
、
出
版
許
可
を
申
請
す
る
傍
ら
、
推
敲
と
補
訂
が
さ
ら
に
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
 
 

一
五
九
九
年
｛
万
暦
二
七
）
、
リ
ッ
チ
は
南
京
に
お
い
て
三
准
和
尚
（
雪
浪
）
と
天
主
や
人
性
を
め
ぐ
る
論
争
を
行
う
が
、
そ
の
後
、
仏
教
 
 

に
対
す
る
批
判
を
論
文
に
仕
上
げ
て
『
天
主
実
義
』
 
の
あ
る
章
に
収
め
た
、
と
記
し
て
い
る
（
「
報
告
書
」
第
四
の
書
・
第
七
草
）
。
ま
た
、
 
 

リ
ッ
チ
が
一
六
〇
二
年
九
月
二
日
付
け
で
ロ
ン
ゴ
パ
ル
下
、
（
龍
華
氏
）
に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
は
、
『
天
主
実
義
』
の
稿
本
が
リ
ッ
チ
の
友
 
 

（
2
）
 
人
で
あ
る
一
高
官
の
手
で
推
鼓
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
〇
九
 
 
 



一
六
〇
一
年
（
万
暦
二
九
）
正
月
、
稿
本
を
読
ん
だ
凋
応
京
（
一
五
五
五
～
一
六
〇
六
）
が
感
動
し
て
「
天
主
実
義
序
」
を
著
し
、
リ
ッ
 
 

チ
に
出
版
を
促
し
た
が
、
ゴ
ア
の
異
端
審
問
官
か
ら
の
出
版
の
認
可
が
下
り
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
出
版
を
見
送
っ
て
い
る
（
「
報
告
書
」
 
 

第
四
の
書
・
第
一
五
章
）
。
 
 
 

や
が
て
審
問
官
か
ら
出
版
許
可
が
下
り
、
一
六
〇
三
年
（
万
暦
三
一
）
、
よ
う
や
く
北
京
に
お
い
て
刊
行
の
運
び
と
な
る
。
リ
ッ
チ
の
自
 
 

序
で
あ
る
「
天
主
実
義
引
」
・
は
、
七
月
十
六
日
付
け
で
書
か
れ
て
い
患
。
完
成
し
た
『
天
主
実
義
』
第
三
篇
の
冒
頭
部
分
は
、
『
崎
人
十
篇
』
 
 

第
二
篇
前
半
の
鳩
碕
の
言
に
よ
っ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
そ
の
後
に
彼
が
病
没
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
病
没
は
一
六
〇
三
年
三
月
 
 

（
3
）
 
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
出
版
直
前
ま
で
増
補
・
．
修
訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
『
天
主
実
義
』
編
述
の
動
機
・
目
的
と
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
次
に
そ
の
内
容
を
見
な
が
ら
、
リ
ッ
チ
 
 

の
執
筆
意
図
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
『
天
主
実
義
』
は
上
下
二
巻
、
壷
八
篇
か
ら
成
る
が
、
各
篇
の
篇
目
を
訳
せ
ば
、
 
 

以
下
の
通
サ
で
あ
る
。
 
 
 

上
 
巻
 
 
 

首
 
篇
 
天
主
が
天
地
万
物
を
創
造
し
て
、
そ
れ
ら
を
主
宰
し
維
持
す
る
こ
と
を
論
じ
る
。
 
 
 

第
二
篇
 
天
主
に
関
す
る
世
間
の
人
々
の
誤
解
を
解
明
す
る
。
 
 
 

第
三
篇
 
人
の
魂
は
不
滅
で
あ
り
、
鳥
獣
と
は
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
。
 
 
 

第
四
篇
 
鬼
神
と
人
の
魂
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
分
析
し
、
こ
の
世
の
万
物
は
一
体
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
解
明
す
る
。
 
 
 

下
 
巻
 
 
 

第
五
篇
 
輪
廻
六
道
や
戒
殺
生
と
い
っ
た
誤
謬
の
説
を
論
駁
し
て
、
斎
戒
の
正
し
い
目
的
を
示
す
。
 
 
 

第
六
篇
 
意
志
は
な
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
、
さ
ら
に
死
後
に
は
天
国
と
地
獄
の
賞
罰
が
必
ず
あ
り
、
世
間
 
 

の
人
々
の
善
悪
の
行
為
に
報
い
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
。
 
 
 



『天主実義』の出版  

第
七
篇
 
人
の
本
性
が
本
来
善
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
、
天
主
教
徒
の
正
し
い
学
問
に
つ
い
て
述
べ
る
。
 
 

第
八
篇
 
西
洋
の
風
俗
を
概
説
し
て
、
修
道
士
が
独
身
で
あ
る
理
由
を
論
じ
、
更
に
天
主
が
西
方
に
降
誕
し
た
由
来
に
つ
い
て
説
明
 
 

す
る
。
 
 
 

各
篇
目
を
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
上
巻
は
基
本
篇
、
下
巻
は
展
開
篇
と
も
言
え
る
。
上
巻
の
首
篇
・
第
二
篇
で
は
 
「
天
主
」
が
問
 
 

題
に
さ
れ
、
第
三
篇
と
第
四
篇
で
は
人
間
の
「
霊
魂
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
巻
で
は
天
主
と
人
間
に
関
す
る
基
本
的
 
 

な
考
え
方
に
つ
い
て
、
中
土
と
西
士
と
の
間
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
下
巻
で
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
倫
理
的
諸
問
題
に
つ
い
て
 
 

取
り
上
げ
て
い
る
。
殊
に
死
後
の
天
堂
と
地
獄
と
い
う
も
の
を
前
提
に
し
て
、
人
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
、
様
々
な
角
 
 

度
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
リ
ッ
チ
自
身
、
本
書
の
内
容
と
論
述
方
法
に
つ
い
て
、
「
報
告
書
」
 
の
第
五
の
書
・
第
二
章
で
次
の
 
 

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

そ
れ
は
れ
た
し
た
ち
の
聖
な
る
信
仰
の
神
秘
を
す
べ
て
論
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
事
柄
は
受
流
志
願
者
や
信
者
だ
け
 
 
 

に
明
か
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
こ
に
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
神
秘
だ
け
が
、
と
り
わ
け
生
得
の
理
性
で
証
明
で
き
る
も
の
 
 
 

や
、
自
然
の
光
で
理
解
で
き
る
も
の
だ
け
が
、
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
も
異
教
徒
に
も
役
に
立
つ
し
、
 
 
 

わ
た
し
た
ち
が
す
ぐ
に
は
行
け
な
い
遠
隔
の
地
で
も
理
解
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
信
仰
や
啓
示
を
受
け
た
科
学
を
必
要
と
す
る
他
の
 
 
 

神
秘
へ
進
む
道
も
開
け
る
か
ら
だ
っ
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
天
地
に
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
主
で
あ
り
創
造
主
で
あ
る
者
が
存
在
し
、
 
 
 

た
え
ず
事
物
を
維
持
し
て
い
る
と
か
、
人
間
の
魂
は
不
滅
で
あ
り
、
そ
の
善
悪
の
行
な
い
は
来
世
に
お
い
て
神
の
報
い
を
受
け
る
と
か
、
 
 
 

魂
が
他
人
の
肉
体
や
他
の
動
物
の
体
に
転
移
す
る
と
い
う
の
は
、
当
地
に
は
信
奉
す
る
者
も
多
い
が
、
偽
り
で
あ
る
と
か
、
そ
の
他
、
 
 
 

そ
れ
に
類
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
父
は
こ
う
い
う
も
ろ
も
ろ
の
事
柄
を
、
わ
た
し
た
ち
の
教
会
博
士
の
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
や
議
論
を
 
 
 

引
用
し
な
が
ら
証
明
す
る
一
方
で
、
こ
の
国
の
古
い
書
物
を
読
ん
だ
折
に
書
き
留
め
て
お
い
た
多
く
の
権
威
あ
る
言
説
を
つ
か
っ
て
証
 
 
 

明
し
た
。
そ
れ
ゆ
、
え
、
こ
の
著
作
は
大
き
な
権
威
と
信
用
を
獲
得
し
た
。
 
 
 



『
天
主
実
義
』
は
、
天
主
教
の
教
理
の
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
 
 

天
主
教
受
容
（
受
洗
）
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
理
性
で
証
明
・
納
得
で
き
る
内
容
で
あ
り
、
異
教
徒
が
理
 
 

解
す
る
の
に
有
益
な
も
の
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
中
国
の
古
典
の
言
葉
を
も
援
用
し
た
の
で
あ
る
。
『
天
主
実
義
』
 
 

は
一
般
の
中
国
人
（
と
言
っ
て
も
、
〓
足
レ
ベ
ル
の
知
識
と
関
心
を
持
つ
）
 
に
対
し
て
、
彼
ら
の
抱
く
疑
問
や
関
心
に
答
え
る
べ
く
著
さ
 
 

れ
た
書
物
で
あ
り
、
中
国
古
典
の
引
用
も
リ
ッ
チ
が
意
図
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 

【
注
釈
】
 
 
 

（
1
）
 
M
a
t
t
e
O
R
i
c
c
i
〉
D
e
亡
a
e
n
t
r
a
t
a
d
e
－
－
a
c
O
m
p
a
g
n
i
a
d
i
G
e
s
ロ
e
c
h
r
i
s
t
i
a
n
i
t
抑
n
e
〓
a
C
i
n
a
．
邦
訳
は
、
川
名
公
平
訳
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
 
 

一
・
二
』
（
岩
波
書
店
『
大
航
海
時
代
叢
書
』
第
Ⅲ
期
、
第
八
・
九
巻
所
収
、
一
九
八
二
二
九
八
三
）
。
本
稿
に
お
け
る
該
書
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
 
 

に
依
っ
た
 
（
以
下
、
「
報
告
書
」
と
略
す
）
。
 
 
 

（
2
）
 
P
．
T
a
c
c
h
i
・
く
e
n
t
u
r
i
編
 
音
内
岩
∽
訂
卦
訂
計
、
吾
』
旨
詳
Q
知
叫
c
c
叫
所
収
。
『
利
鴫
睾
全
集
4
・
利
礪
筆
書
信
集
《
下
》
』
 
（
羅
漁
訳
、
光
啓
出
版
社
、
一
 
 

九
八
六
）
を
参
照
。
従
来
、
こ
の
高
官
を
徐
光
啓
と
す
る
説
が
多
い
。
平
川
祓
弘
『
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
2
』
一
六
～
一
八
東
、
海
老
沢
有
道
前
掲
書
（
二
 
 

八
八
頁
）
等
。
し
か
し
、
リ
ッ
チ
の
「
報
告
書
」
第
四
の
書
・
第
一
九
章
に
よ
れ
ば
、
徐
光
啓
は
一
六
〇
〇
年
に
南
京
で
リ
ッ
チ
を
訪
ね
天
主
教
の
話
を
聞
 
 

い
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
特
別
な
関
心
を
抱
い
て
は
い
な
い
。
そ
の
後
、
リ
ッ
チ
は
北
京
に
行
っ
て
お
り
、
徐
光
啓
と
の
接
触
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
、
彼
は
一
六
〇
三
年
の
始
め
（
旧
暦
で
は
前
年
の
歳
末
）
に
南
京
の
教
堂
で
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ロ
ー
チ
ヤ
（
羅
如
望
）
か
ら
話
を
開
き
、
披
か
ら
『
天
 
 

主
実
義
』
及
び
『
天
主
教
要
』
の
写
本
を
借
り
て
読
み
、
受
流
へ
の
意
志
を
強
め
、
さ
ら
に
教
理
を
学
ん
だ
後
に
洗
礼
を
受
け
る
（
二
月
十
一
日
）
。
従
っ
 
 

て
一
六
〇
二
年
九
月
の
時
点
で
、
リ
ッ
チ
が
「
高
官
で
あ
る
友
人
に
よ
っ
て
改
訂
・
増
補
が
な
さ
れ
た
」
と
言
っ
て
い
る
、
そ
の
人
物
が
徐
光
啓
で
あ
る
と
 
 

見
る
こ
七
に
は
無
理
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
筆
者
は
、
一
六
〇
一
年
に
「
天
主
実
義
序
」
を
著
し
、
リ
ッ
チ
に
出
版
を
促
し
た
鳩
応
京
が
、
こ
の
人
物
で
は
 
 

な
い
か
と
推
定
す
る
。
 
 
 

（
3
）
 
後
藤
基
巳
訳
注
『
天
主
実
義
』
 
の
「
解
説
」
 
（
一
九
～
二
二
頁
）
を
参
照
。
後
藤
氏
は
、
そ
の
ほ
か
『
時
人
十
篇
』
 
の
内
容
の
う
ち
、
一
六
〇
三
年
以
前
 
 

の
対
談
と
推
定
さ
れ
る
各
篇
の
文
章
と
『
天
主
実
義
』
と
の
間
に
は
、
数
箇
所
に
わ
た
る
重
複
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

一
一
二
 
 



『天主実義』の出版  

〓
 
『
天
主
実
義
』
の
版
本
（
1
）
明
未
 
 
 

（
1
）
 
 
 

『
天
主
実
義
』
は
一
六
ひ
三
年
（
万
暦
三
一
）
、
北
京
に
お
い
て
初
刻
さ
れ
る
。
巻
首
に
鳩
応
京
の
「
天
主
実
義
序
」
と
リ
ッ
チ
自
身
の
 
 

「
天
主
実
義
引
」
が
収
め
ら
れ
る
。
鳩
応
京
の
序
文
は
二
年
前
に
書
か
れ
て
い
た
む
の
で
あ
る
が
、
ト
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
「
高
雅
な
文
章
と
 
 

（
2
）
 
 

深
い
学
識
に
よ
っ
て
偶
像
教
を
激
し
く
非
難
し
、
わ
た
し
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
を
称
揚
し
た
」
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
リ
ッ
チ
は
、
「
そ
れ
 
 

（
3
）
 
 

以
来
い
ま
に
到
る
ま
で
、
こ
の
著
作
は
そ
の
序
文
の
お
か
げ
で
大
き
な
権
威
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

続
い
て
一
六
〇
五
年
（
寓
暦
三
三
）
、
詔
州
（
広
東
）
に
お
い
て
塵
刻
さ
れ
る
。
こ
れ
が
日
本
向
け
の
出
版
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

リ
ッ
チ
は
一
六
〇
八
年
三
月
八
日
付
け
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
の
中
で
、
中
国
文
で
書
か
れ
た
書
籍
は
日
本
に
お
い
て
も
よ
い
効
果
 
 

（
4
）
 
 

を
収
め
る
と
判
断
し
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ヤ
ー
ノ
が
、
こ
の
書
物
を
日
本
に
送
る
た
め
に
広
東
で
新
た
に
印
刷
さ
せ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
 
 

（
5
）
 
 

広
東
版
は
、
現
在
、
内
閣
文
庫
や
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
版
本
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
首
に
「
天
主
実
義
序
」
と
 
「
天
主
実
義
引
」
 
の
み
 
 

が
収
め
ら
れ
、
後
年
の
 
「
重
刻
序
」
 
が
な
く
、
し
か
も
校
点
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本
人
読
者
を
意
識
し
た
刊
本
と
推
定
 
 

さ
れ
る
。
す
で
に
海
老
沢
有
道
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
」
と
見
る
考
え
方
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
 
 

（
6
）
 
ま
で
も
な
い
。
 
 
 

次
い
で
一
六
〇
七
年
 
（
萬
暦
三
五
）
、
『
天
主
実
義
』
 
は
杭
州
（
漸
江
）
 
に
お
い
て
李
之
藻
の
友
人
で
あ
る
注
汝
淳
の
手
に
よ
っ
て
重
刻
 
 

（
7
）
 
 

さ
れ
る
。
「
耶
練
会
中
人
 
利
鴫
筆
述
 
燕
始
堂
較
梓
」
と
記
さ
れ
、
李
之
藻
の
「
天
主
実
義
重
刻
序
」
と
注
汝
淳
の
「
重
刻
天
主
実
義
政
」
 
 

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

一
六
一
〇
年
（
万
暦
三
八
）
に
リ
ッ
チ
が
北
京
で
亡
く
な
っ
た
の
ち
、
『
天
主
実
義
』
が
重
刻
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
一
 
 

六
二
九
年
 
（
崇
禎
二
）
、
李
之
藻
が
杭
州
で
 
『
天
学
初
函
』
を
編
集
・
出
版
し
た
際
に
、
収
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
天
学
初
函
』
 
は
、
 
 

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
を
始
め
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
並
び
に
彼
ら
に
協
力
し
た
中
国
人
天
主
教
徒
の
手
に
な
る
書
物
を
集
成
し
た
も
の
で
 
 
 



こ
の
中
で
、
『
天
主
実
義
』
に
関
し
て
は
新
た
に
刊
刻
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
燕
始
堂
版
の
『
天
主
実
義
』
を
収
め
て
い
る
。
燕
始
堂
較
 
 

（
9
）
 
 

梓
版
が
杭
州
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
天
学
初
函
』
は
そ
の
後
も
重
刻
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
 

【
注
釈
】
 
 

（
8
）
 
 

測
量
・
数
学
な
ど
に
関
す
る
書
物
が
収
め
ら
れ
た
。
 
 

あ
る
。
理
編
と
器
編
と
に
分
類
さ
れ
、
前
者
に
は
天
主
教
書
・
西
洋
哲
学
書
・
教
訓
書
・
地
理
書
な
ど
が
含
ま
れ
、
後
者
に
は
天
文
学
・
 
 

（
1
）
 
 
 『

西
学
凡
』
一
巻
 
 

『
景
教
流
行
中
国
碑
項
井
序
』
 
 

『
時
人
十
篇
』
二
巻
 
 

『
交
友
論
』
一
巻
 
 

『
二
十
五
言
』
一
巻
 
 

『
天
主
実
義
』
二
巻
 
 

『
弁
学
遺
贋
』
一
巻
 
 

『
七
克
』
七
巻
 
 

『
霊
言
黍
勺
』
二
巻
 
 

『
職
方
外
紀
』
五
巻
 
 

本
書
の
初
刻
に
つ
い
て
、
海
老
沢
有
道
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、
「
そ
の
初
版
と
し
て
デ
リ
ア
は
広
東
の
燕
始
堂
版
を
示
す
が
、
北
京
の
欽
一
堂
版
で
あ
 
 

る
こ
と
は
ま
ず
疑
い
を
容
れ
な
い
」
 
（
二
八
八
東
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
燕
始
堂
版
」
は
杭
州
に
お
い
て
、
「
欽
一
堂
版
」
は
「
間
中
」
 
 

す
な
わ
ち
福
建
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初
刻
が
北
京
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
リ
ッ
チ
の
 
「
報
告
書
」
 
か
ら
推
定
で
き
る
。
 
 
 

文
儒
略
答
述
 
 

景
 
浄
述
 
 

利
璃
筆
述
 
 

利
礪
睾
課
 
 

利
鴫
筆
述
 
 

利
鴫
筆
述
 
 

利
鴫
軍
摸
 
 

鹿
追
我
述
 
 

畢
方
済
口
授
、
徐
光
啓
筆
録
 
 

文
儒
略
増
訳
、
楊
廷
靖
嚢
記
 
 

理
編
に
収
め
ら
れ
た
書
籍
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 



『天主実義』の出版  

（
2
）
 
リ
ッ
チ
の
 
「
報
告
書
」
第
四
の
書
・
第
一
五
章
。
 
 

（
3
）
 
同
上
。
 
 

（
4
）
 
本
稿
前
節
の
 
〔
注
釈
〕
 
（
2
）
所
掲
書
所
収
。
ま
た
、
海
老
沢
有
道
民
の
前
掲
書
（
二
九
二
束
）
を
参
照
。
 
 

（
5
）
 
内
閣
文
庫
所
蔵
本
（
三
〇
七
－
一
一
二
）
は
二
冊
で
、
目
録
に
は
「
明
刊
本
」
と
あ
る
。
「
耶
蘇
会
中
人
利
鴫
筆
述
」
と
あ
り
、
本
文
は
毎
半
菓
十
行
、
 
 
 

行
二
十
字
で
、
後
の
燕
胎
堂
較
梓
本
と
は
異
な
る
。
巻
首
に
「
天
主
実
義
序
」
と
「
天
主
実
義
引
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
（
一
五
八
－
四
 
 
 

五
）
も
同
本
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
本
の
題
答
に
は
、
「
大
西
問
答
上
」
、
「
大
西
問
答
下
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
6
）
 
海
老
沢
有
道
民
の
前
掲
書
（
二
九
二
頁
）
 
を
参
照
。
 
 

（
7
）
 
リ
ッ
チ
は
「
報
告
書
」
第
五
の
書
・
第
二
章
の
中
で
、
「
こ
の
章
を
書
い
て
い
る
時
点
〓
六
〇
九
年
〕
 
で
は
、
こ
の
本
は
す
で
に
あ
ち
こ
ち
の
省
で
四
 
 
 

度
も
版
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
度
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
正
⊥
く
生
き
て
ゆ
く
の
に
有
益
だ
と
考
え
た
異
教
徒
自
身
の
手
に
 
 
 

ょ
る
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
北
京
初
刻
以
後
、
留
州
、
杭
州
以
外
に
も
う
一
度
出
版
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
リ
ッ
チ
は
一
六
〇
八
年
三
月
八
 
 
 

日
付
け
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
の
中
で
、
李
之
藻
が
杭
州
で
『
天
主
実
義
』
を
出
版
し
た
（
一
六
〇
七
年
）
こ
と
に
触
れ
、
彼
は
過
去
に
も
北
京
で
こ
 
 
 

の
書
を
出
版
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
李
之
藻
が
北
京
で
重
刻
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
李
之
藻
の
受
洗
は
一
 
 
 

六
一
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
報
告
書
」
に
見
え
る
「
異
教
徒
の
手
に
よ
る
二
度
の
出
版
」
は
、
李
之
藻
を
指
し
た
も
の
と
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
8
）
 
李
之
藻
が
著
し
た
「
天
学
初
函
題
辞
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
末
天
主
教
思
想
研
究
序
説
－
『
西
学
凡
』
の
天
学
概
念
を
め
ぐ
つ
て
－
」
 
（
「
福
岡
教
育
 
 
 

大
学
紀
要
」
第
三
十
五
号
、
一
九
八
六
）
を
参
照
。
 
 

（
9
）
 
蓬
左
文
庫
蔵
の
『
天
学
初
函
』
 
（
一
七
二
－
二
）
所
収
の
『
天
主
実
義
』
に
は
、
巻
首
に
「
天
主
実
義
重
刻
序
」
、
「
天
主
実
義
序
」
、
「
天
主
実
義
引
」
が
、
 
 
 

下
巻
末
尾
に
「
重
刻
天
主
実
義
政
」
 
（
万
暦
三
十
五
年
、
注
汝
淳
）
が
収
め
ら
れ
る
。
本
文
は
毎
半
菓
九
行
、
行
二
十
字
で
あ
る
。
以
下
の
諸
本
も
同
様
で
 
 

あ
る
。
 
 

東
洋
文
庫
蔵
の
 
『
天
学
初
函
』
 
（
Ⅴ
－
五
・
A
－
二
八
、
快
の
題
答
「
理
篇
五
種
・
器
篇
四
種
」
）
十
冊
の
第
四
・
五
冊
の
『
天
主
実
義
』
は
、
巻
首
に
「
天
 
 
 

主
実
義
童
刻
序
」
、
「
天
主
実
義
序
」
、
「
天
主
実
義
引
」
、
「
重
刻
天
主
実
義
放
」
を
収
め
る
。
ま
た
同
十
冊
（
同
分
数
番
号
、
同
「
理
篇
」
）
 
の
第
三
・
四
冊
 
 
 

の
 
『
天
主
実
義
』
は
、
巻
首
に
「
天
主
実
義
重
刻
序
」
、
「
天
主
実
義
序
」
、
「
天
主
実
義
引
」
 
の
み
を
収
め
る
。
 
 

影
印
版
『
天
学
初
函
』
 
（
台
湾
学
生
書
局
、
「
中
国
史
学
叢
書
」
、
一
九
六
五
）
第
一
冊
所
収
の
『
天
主
実
義
』
は
、
巻
首
に
「
天
主
実
義
序
」
、
「
天
主
実
 
 
 

義
重
刻
序
」
、
「
天
主
実
義
引
」
 
の
順
に
収
め
る
。
ま
た
影
印
版
『
天
主
実
義
（
影
印
明
版
異
本
）
』
 
（
台
湾
・
国
防
研
究
院
・
中
華
大
典
編
委
員
会
、
一
九
六
 
 
 

七
）
は
、
巻
首
に
「
天
主
実
義
校
勘
記
（
代
序
）
」
を
載
せ
、
以
下
同
様
で
あ
る
。
「
T
h
e
T
r
u
e
I
d
e
a
O
f
G
O
d
」
と
い
う
英
文
題
名
を
記
す
。
な
お
、
『
天
 
 
 

学
初
函
』
に
関
し
て
は
、
方
豪
氏
の
「
李
之
藻
輯
刻
天
学
初
函
考
－
李
之
藻
誕
生
四
百
年
紀
年
論
文
」
 
（
台
湾
学
生
書
局
『
天
学
初
函
』
第
一
冊
所
収
）
を
 
 
 



清
朝
成
立
後
も
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
士
た
ち
は
中
国
に
在
住
し
て
活
動
を
続
け
た
。
殊
に
ア
ダ
ム
・
シ
ヤ
ー
ル
 
（
中
国
 
 

名
は
湯
若
望
、
一
五
九
一
～
一
六
六
六
）
 
は
欽
天
監
を
統
括
し
て
、
西
洋
天
文
学
に
基
づ
く
事
憲
暦
 
（
事
憲
書
）
を
発
行
す
る
。
こ
の
改
 
 

暦
は
保
守
派
の
猛
反
撃
を
受
け
た
り
す
る
が
、
康
黙
朝
に
お
い
て
は
西
洋
の
天
文
や
数
理
の
学
問
が
当
時
の
学
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
 
 

た
。
西
洋
科
学
に
強
く
引
か
れ
た
康
県
帝
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
関
心
を
持
ち
、
リ
ッ
チ
の
 
『
天
主
実
義
』
 
に
対
し
て
も
特
別
の
敬
意
を
 
 

（
1
）
 
 

表
し
た
と
言
わ
れ
る
。
一
六
九
二
年
（
康
黙
三
一
）
 
に
は
、
康
熊
帝
に
よ
っ
て
天
主
教
の
公
許
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
天
 
 

主
教
の
布
教
方
針
を
め
ぐ
つ
て
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
、
イ
エ
ズ
ス
会
、
及
び
清
朝
皇
帝
と
の
間
に
次
第
に
乱
轢
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

（
2
）
 
 

所
謂
「
典
礼
問
題
 
（
典
礼
論
争
）
」
 
の
発
生
で
あ
る
 

従
来
リ
ッ
チ
ら
は
、
中
国
人
信
徒
が
天
や
祖
先
あ
る
い
は
孔
子
を
祭
っ
た
り
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
た
。
こ
の
順
応
方
法
に
対
し
て
 
 

は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
内
部
で
も
否
定
的
見
解
が
あ
っ
た
が
、
特
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
遅
れ
て
入
華
t
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
や
ド
ミ
ニ
コ
会
な
 
 

ど
か
ら
、
厳
し
い
批
判
が
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
一
六
四
五
年
（
順
治
二
）
 
に
、
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
十
世
は
 
 

中
国
人
信
徒
の
伝
統
儀
礼
（
典
礼
）
参
加
を
禁
止
す
る
勅
令
を
出
し
た
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
反
対
に
あ
っ
て
、
一
六
五
六
年
（
順
治
一
三
）
 
 

に
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
七
世
は
こ
れ
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
中
国
に
進
出
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
方
針
を
 
 

徹
底
的
に
批
判
し
た
土
と
か
ら
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
と
対
立
は
激
化
し
た
。
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
十
一
世
は
、
一
七
〇
四
年
（
康
県
 
 

四
三
）
と
一
七
一
〇
年
（
康
県
四
九
）
に
、
信
者
の
伝
統
儀
礼
を
禁
止
す
る
勅
令
を
乱
す
。
さ
ら
に
一
七
一
五
年
（
康
熊
五
四
）
に
は
「
大
 
 

勅
書
」
を
発
し
、
典
礼
に
関
す
る
禁
止
条
項
を
徹
底
さ
せ
る
姿
勢
を
表
明
し
た
。
教
皇
庁
使
節
の
も
た
ら
し
た
こ
の
「
禁
約
」
 
の
内
容
に
 
 

激
怒
し
た
康
熊
帝
は
、
一
七
一
七
年
（
康
喋
五
六
）
、
つ
い
に
中
国
に
お
け
る
天
主
教
布
教
を
禁
止
す
る
措
置
に
出
る
。
続
い
て
一
七
二
三
 
 
 

参
照
。
 
 三

 
『
天
主
実
義
』
の
版
本
（
2
）
清
代
 
 



『天主実義』の出版  

年
（
薙
正
元
）
 
に
は
、
薙
正
帝
が
天
主
教
禁
止
の
詔
を
出
し
、
福
建
に
お
け
る
迫
害
も
発
生
す
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
一
七
四
二
 
 

年
（
乾
隆
七
）
 
に
、
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ウ
ス
十
三
世
は
宣
教
師
に
対
し
て
、
布
教
地
に
お
け
る
一
切
の
順
応
方
法
を
禁
止
す
る
。
や
が
 
 

て
、
一
七
七
三
年
（
乾
隆
三
八
）
 
に
は
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
十
四
世
に
よ
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
解
散
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
典
礼
論
争
か
ら
禁
教
へ
と
進
ん
で
い
く
時
代
に
お
い
て
、
『
天
主
実
義
』
の
出
版
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
は
、
必
ず
 
 

し
も
詳
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
『
天
主
実
義
』
 
に
お
い
て
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
切
り
開
こ
う
と
し
た
中
・
西
対
話
の
方
法
が
次
第
に
狭
め
 
 

（
3
）
 
 

ら
れ
る
方
向
に
向
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
康
配
…
年
間
に
お
け
る
反
イ
エ
ズ
ス
会
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ル
・
メ
グ
ロ
 
（
パ
リ
 
 

外
国
宣
教
会
の
福
建
代
牧
）
 
が
出
し
た
「
教
書
」
 
（
一
六
九
三
年
・
康
配
…
三
二
）
 
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
「
天
主
」
と
 
 

い
う
言
葉
の
み
を
使
用
す
べ
き
で
、
「
天
」
や
↓
上
帝
」
と
い
う
表
現
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
教
堂
に
「
敬
天
」
と
い
う
一
屈
額
を
掲
げ
る
こ
 
 

と
を
禁
止
す
る
。
孔
子
や
死
者
へ
の
典
礼
を
認
め
な
い
。
「
中
国
人
が
信
奉
す
る
哲
学
は
キ
リ
ス
ト
教
に
背
馳
す
る
も
の
で
は
な
い
」
な
ど
 
 

と
い
っ
た
誤
っ
た
提
言
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
中
国
布
教
に
当
た
っ
て
の
リ
ッ
チ
の
考
え
方
 
 

と
決
定
的
に
組
歯
を
来
す
も
の
で
あ
り
、
『
天
主
実
義
』
 
の
出
版
に
も
や
が
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
一
七
八
二
年
（
乾
隆
四
七
）
 
に
完
成
し
た
『
四
庫
全
書
』
 
の
編
纂
に
お
い
て
は
、
『
天
学
初
函
』
の
器
編
所
収
吾
が
す
べ
て
 
 

収
蔵
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
理
編
か
ら
は
『
職
方
外
紀
』
の
み
が
収
載
さ
れ
、
そ
の
他
は
「
存
目
」
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
『
天
学
初
函
』
 
 

の
 
「
提
要
」
 
（
巻
一
三
四
・
子
部
・
雑
家
類
存
目
十
一
）
 
に
、
「
西
学
の
長
所
は
測
算
に
あ
り
、
そ
の
短
所
は
天
主
を
崇
拝
し
て
人
心
を
眩
 
 

惑
さ
せ
る
点
に
あ
る
」
と
あ
る
の
が
、
『
四
庫
全
書
』
 
の
基
本
的
な
見
方
と
言
え
る
。
『
天
主
実
義
』
は
 
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
二
 
 

五
の
 
「
子
部
・
雑
家
類
存
目
」
 
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
提
要
」
で
は
、
八
篇
の
篇
目
を
列
記
し
た
あ
と
に
、
次
の
よ
う
に
だ
け
記
し
て
い
 
 

る
 
（
〔
〕
内
は
筆
者
が
補
う
）
。
 
 

〔
本
書
の
〕
大
旨
は
、
人
々
が
天
主
を
尊
信
し
て
、
そ
の
教
え
を
実
行
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
〔
著
者
の
利
鴫
賓
は
〕
儒
 
 

教
が
攻
撃
で
き
な
い
も
の
だ
と
分
か
る
と
、
六
経
の
中
の
上
帝
の
説
を
天
主
に
合
致
す
る
も
の
だ
と
附
会
し
て
、
殊
に
仏
教
を
攻
撃
 
 
 



し
て
打
ち
負
か
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
〔
本
書
で
説
い
て
い
る
〕
天
堂
・
地
獄
の
説
は
、
〔
仏
教
で
説
く
〕
輪
廻
の
説
と
大
差
は
な
 
 

（
4
）
 
 
 
い
。
た
だ
、
少
し
仏
教
の
説
を
改
変
し
て
い
る
だ
け
で
、
本
質
は
同
一
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
中
国
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教
は
、
一
九
世
紀
中
期
以
降
に
本
格
的
に
再
開
す
る
。
一
八
一
四
年
に
復
興
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
 
 

も
こ
れ
に
加
わ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
『
天
主
実
義
』
も
再
び
中
国
に
お
い
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
六
八
年
（
同
治
七
）
の
上
 
 

海
土
山
湾
慈
母
堂
蔵
版
『
天
主
音
義
』
が
そ
れ
で
あ
る
9
「
降
生
一
千
八
百
六
十
八
年
重
刊
 
慈
母
堂
蔵
板
」
と
記
さ
れ
、
「
主
教
遭
方
済
 
 

准
」
と
あ
る
。
巻
首
に
、
「
天
主
実
義
重
刻
序
」
、
「
天
主
実
義
序
」
、
「
天
主
実
義
引
」
が
掲
げ
ら
れ
、
上
・
下
巻
の
巻
首
に
そ
れ
ぞ
れ
「
目
 
 

録
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
内
題
の
次
行
に
「
耶
鰊
全
土
利
鴫
筆
述
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
明
本
町
「
耶
蘇
会
中
人
利
鴫
賓
述
」
 
 

を
意
識
的
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
記
の
み
な
ら
ず
、
慈
母
堂
蔵
版
は
、
そ
の
表
現
方
法
に
お
い
て
、
一
八
世
紀
教
皇
庁
の
反
イ
 
 

エ
ズ
ス
会
布
教
方
針
を
完
璧
に
生
か
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
人
の
伝
統
的
風
俗
や
信
仰
に
歩
み
寄
っ
た
形
で
の
表
 
 

現
方
法
を
改
め
る
や
り
方
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
一
度
修
道
会
解
散
の
憂
き
目
に
会
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
方
向
修
正
を
余
儀
な
 
 

く
さ
れ
た
と
言
え
る
。
か
く
し
て
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
著
し
た
『
天
主
実
義
』
 
の
表
記
の
抜
本
的
改
窺
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
 
 

（
5
）
 
 

文
字
の
改
変
に
関
し
て
は
、
既
に
方
豪
氏
に
詳
細
な
考
証
が
あ
る
。
最
も
重
大
な
改
変
は
、
「
上
帝
」
と
い
う
表
現
を
「
天
主
」
「
上
主
」
 
 

と
い
う
よ
う
な
語
に
書
き
換
え
た
点
で
あ
る
。
文
字
改
変
の
具
体
例
を
方
豪
氏
に
よ
り
以
下
に
幾
つ
か
挙
げ
て
み
る
。
 
 

燕
始
堂
版
（
明
本
）
 
 
 

上
帝
 
 
 

上
帝
 
 
 

上
帝
 
 
 

上
帝
 
 
 

上
帝
 
 

慈
母
堂
版
（
清
本
）
 
 
 

天
主
 
 
 

上
主
 
 
 

主
宰
 
 
 

大
主
 
 
 

吾
主
 

事
例
数
 
 

6
 
 

4
 
 

6
 
 

1
 
 

2
 
 

2
 
 

2
 
 
 



『天主実義』の出版   

こ
の
よ
う
に
、
慈
母
堂
蔵
版
の
 
『
天
主
実
養
』
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
苦
心
し
た
表
現
を
こ
と
ご
と
く
改
変
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
 
 

日
、
原
典
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
明
本
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
慈
母
堂
蔵
版
の
特
色
は
、
 
 

校
点
を
施
し
た
こ
と
と
、
本
文
欄
外
に
内
容
小
見
出
し
を
付
け
、
各
巻
の
目
録
に
お
い
て
も
そ
の
小
見
出
し
を
列
挙
し
た
こ
と
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
に
よ
っ
て
『
天
主
実
義
』
 
が
一
般
の
人
々
に
読
み
や
す
く
な
り
、
内
容
理
解
を
助
け
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
上
巻
 
 

首
篇
の
目
次
を
以
下
に
挙
げ
る
。
な
お
、
見
出
し
語
の
下
に
 
「
二
篇
」
「
三
篇
」
な
ど
と
あ
る
の
は
、
「
二
T
J
「
三
T
」
 
（
丁
数
）
 
の
こ
と
 
 

で
あ
る
。
 
 

首
篇
論
天
主
始
制
天
地
万
物
而
主
宰
安
養
之
 
 

人
能
推
理
別
干
禽
獣
二
篇
 
 

天
地
有
主
宰
以
理
数
端
徽
之
二
篇
 
 
 

上
帝
 
 

天
主
上
帝
 
 

天
主
上
帝
 
 

天
帝
 
 

后
帝
 
 

天
 
 

先
天
 
 

畏
天
 
 

昭
事
上
帝
 
 

事
上
帝
 
 

真
主
 
 

天
主
 
 

天
地
主
宰
 
 

天
主
 
 

主
宰
 
 

天
主
 
 

天
主
 
 

敬
畏
 
 

人
生
昭
事
 
 

昭
事
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

2
 
 



一
以
良
能
敬
三
篇
 
 

一
以
天
動
敬
三
篇
 
 

一
以
鳥
獣
作
動
敬
三
篇
 
 

一
以
物
不
能
自
成
徽
四
篇
 
 

一
以
物
次
序
安
排
徽
四
篇
 
 

一
以
物
始
生
伝
類
徴
六
篇
 
 

天
主
無
始
無
終
六
篇
 
 

天
主
如
何
生
万
物
六
篇
 
 

物
所
以
然
有
四
七
篇
 
 

天
主
為
物
宗
之
所
 

天
主
惟
一
尊
八
篇
 
 

天
主
無
窮
難
測
八
篇
 
 

天
主
本
性
超
越
万
物
之
品
十
篇
 
 
 

こ
れ
以
降
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
多
く
の
出
版
が
な
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
こ
の
慈
母
堂
蔵
版
、
つ
ま
り
改
資
本
 
 

が
基
に
な
っ
て
い
く
。
 筆
者
が
目
賭
し
た
も
の
、
及
び
前
掲
の
方
豪
氏
等
を
参
考
に
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
版
本
や
活
字
本
が
挙
げ
ら
 
 

れ
る
。
 
 

一
八
六
八
年
 
（
同
治
 
七
年
）
 
 

一
八
九
四
年
 
（
光
緒
二
〇
年
）
 
 

一
八
九
八
年
（
光
緒
二
四
年
）
 
 

（
6
）
 
 

上
海
土
山
湾
慈
母
堂
版
 
 

ナ
 
ザ
 
レ
 
 

（
7
）
 
 

香
港
納
匝
肋
静
院
活
字
版
 
 

河
北
献
県
勝
世
堂
版
 
 
 



『天主実義』の出版  

（
1
2
）
 
 

こ
の
他
に
、
刊
年
未
詳
だ
が
、
福
建
欽
一
堂
蔵
版
、
北
平
西
什
庫
救
世
堂
版
、
重
慶
聖
家
堂
版
な
ど
が
存
在
す
る
。
 
 

あ
り
ま
す
」
（
同
訳
書
」
四
二
束
）
と
述
べ
、
「
耶
蘇
会
士
リ
ッ
チ
師
の
名
著
『
天
主
実
義
』
の
中
に
は
こ
の
間
題
が
根
本
的
に
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
」
 
（
同
 
 
 

一
四
三
頁
）
 
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
が
否
定
さ
れ
る
方
向
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
4
）
 
大
旨
主
於
使
人
尊
信
天
主
以
行
其
教
。
知
儒
教
之
不
可
攻
、
則
附
会
六
経
中
上
帝
之
説
以
合
於
天
主
、
而
特
攻
釈
氏
以
求
膠
。
然
天
堂
地
獄
之
説
輿
輪
廻
 
 
 

之
説
相
去
無
幾
。
特
小
変
釈
氏
之
説
、
而
本
原
則
一
耳
。
 
 

（
5
）
 
方
豪
著
「
『
天
主
実
義
』
之
改
怠
」
 
（
『
方
豪
六
十
自
定
稿
』
下
冊
、
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
六
九
）
を
参
照
。
こ
の
中
で
、
慈
母
堂
蔵
本
の
改
畿
の
他
、
 
 
 

光
緒
三
十
年
の
慈
母
堂
活
字
本
（
今
本
と
称
す
）
 
や
明
版
（
天
学
初
函
本
）
 
の
誤
字
も
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

（
2
）
 
 

（
3
）
 
 一

九
三
九
年
 
（
民
国
二
八
年
）
 
 

一
九
四
一
年
 
（
民
国
三
〇
年
）
 
 

一
九
〇
四
年
（
光
緒
三
〇
年
）
 
 

一
九
三
〇
年
 
（
民
国
一
九
年
）
 
 

一
九
三
三
年
 
（
民
国
二
二
年
）
 
 

一
九
三
五
年
 
（
民
国
二
四
年
）
 
 

一
九
三
八
年
 
（
民
国
二
七
年
）
 
 

ジ
ォ
ア
シ
ャ
ン
・
ブ
ー
ヴ
ェ
 
（
中
国
名
は
白
晋
、
一
六
五
六
～
一
七
三
〇
）
著
『
康
黙
帝
伝
』
 
（
一
六
九
七
年
。
後
藤
末
雄
訳
、
平
凡
社
「
東
洋
文
庫
」
、
 
 

一
九
七
〇
）
一
一
一
束
を
参
照
。
 
 

典
礼
問
題
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
矢
沢
利
彦
著
『
中
国
と
キ
リ
ス
ト
教
』
 
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
二
）
を
参
照
し
た
。
 
 

前
掲
『
康
県
帝
伝
』
を
著
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ブ
ー
ヴ
ュ
は
、
同
書
の
中
で
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
本
義
は
儒
教
の
本
義
と
範
離
し
な
い
の
で
 
 

上
海
土
山
湾
慈
母
堂
活
字
版
 
 

（
8
）
 
 

上
海
土
山
湾
印
書
館
第
五
版
 
 

河
北
献
県
勝
世
堂
重
版
 
 （

9
）
 
 

上
海
土
山
湾
印
書
館
第
六
版
 
 

河
北
献
児
勝
世
堂
重
版
 
 

山
東
尭
州
版
 
 

（
1
0
）
 
 

香
港
納
匝
肋
静
院
版
 
 

】
御
門
 
 

天
津
崇
徳
堂
版
 
 



『
天
主
実
義
』
の
翻
訳
本
を
、
管
見
の
及
ぶ
も
の
の
み
以
下
に
挙
げ
る
。
こ
の
他
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
語
等
の
翻
訳
本
が
あ
 
 

る
と
い
う
。
 
 
 

川
 
小
島
準
治
訓
点
『
天
主
実
義
』
 
（
東
京
開
世
堂
、
一
八
八
五
）
 
 
 

（
6
）
 
日
本
で
は
、
静
嘉
堂
文
庫
、
京
都
大
学
文
学
部
、
同
人
文
科
学
研
究
所
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
等
に
所
蔵
。
最
も
一
般
に
流
布
し
て
い
る
。
 
 

（
7
）
 
筆
者
は
、
韓
国
全
州
市
・
湖
南
教
会
史
研
究
所
に
て
閲
覧
し
た
．
。
 
 

（
8
）
 
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
所
蔵
。
「
南
京
主
教
桃
重
准
」
と
あ
る
。
 
 

（
．
9
）
 
台
湾
・
輔
仁
大
学
に
所
蔵
。
 
 

（
1
0
）
 
台
湾
・
中
央
研
究
院
∴
博
斯
年
図
書
館
に
所
蔵
。
 
 

（
1
1
）
 
台
湾
・
輔
仁
大
学
に
所
蔵
。
 
 

（
1
2
）
 
内
閣
文
庫
所
蔵
本
（
三
〇
七
1
九
八
）
。
「
西
国
利
先
生
著
 
天
学
実
義
 
欽
一
堂
蔵
板
」
と
あ
り
。
二
冊
。
第
一
丁
の
内
題
次
行
に
「
耶
蘇
会
士
利
礪
賓
 
 

述
 
間
中
欽
一
堂
梓
」
と
あ
る
。
「
天
主
実
義
序
」
「
天
主
実
義
重
刻
序
」
「
天
主
実
義
引
」
 
（
毎
半
葉
八
行
、
行
十
五
字
）
 
の
後
に
、
「
天
学
実
義
目
録
」
が
 
 
 

附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
、
同
本
に
よ
る
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
文
庫
所
蔵
の
貢
学
初
函
』
本
と
の
校
勘
を
記
し
た
 
 
 

後
藤
基
巳
氏
の
メ
モ
が
扉
内
袋
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
基
督
教
大
学
図
書
館
に
も
、
同
本
に
よ
る
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
光
寄
書
屋
」
 
 
 

の
便
箋
を
使
用
。
本
文
欄
外
に
、
「
人
須
認
己
本
原
帰
宿
」
 
（
1
a
）
、
「
入
所
異
於
禽
獣
者
要
在
論
理
」
 
（
1
b
）
な
ど
と
あ
り
、
慈
母
堂
蔵
版
の
小
見
出
し
 
 

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
 
 

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
洋
装
二
冊
の
活
字
本
。
「
公
教
会
博
士
利
鴫
筆
述
」
「
日
本
 
小
島
準
治
訓
点
」
と
あ
る
。
上
海
慈
母
堂
蔵
 
 

版
に
依
り
、
句
点
を
打
ち
、
返
り
点
と
送
り
が
な
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
天
主
実
義
』
全
文
に
訓
点
を
施
し
た
も
の
と
し
て
は
、
 
 

今
日
ま
で
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

劉
順
徳
訳
註
『
言
文
朴
賂
天
主
実
義
』
（
台
湾
光
啓
出
版
社
、
一
九
六
六
）
 
 
 

四
『
天
主
実
義
』
 
の
翻
訳
 
 



『天主実義』の出版   

巻
頭
に
、
「
天
主
実
義
校
勘
記
 
（
代
序
）
」
 
（
顧
保
鵠
）
、
「
天
主
実
義
訳
註
序
」
 
（
劉
順
徳
）
 
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
原
序
は
訳
出
さ
 
 

れ
て
い
な
い
。
本
文
は
、
「
天
主
実
義
 
語
体
」
と
し
て
口
語
訳
が
な
さ
れ
、
細
か
い
見
出
し
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
篇
の
冒
 
 

頭
に
「
本
篇
要
旨
」
が
掲
げ
ら
れ
、
短
い
解
説
が
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
首
篇
・
第
二
篇
・
第
四
篇
に
は
篇
末
に
「
附
註
」
が
施
さ
 
 

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
「
語
体
」
 
の
終
わ
り
に
、
「
附
録
‥
『
天
主
実
義
』
総
習
題
」
と
し
て
各
篇
の
内
容
に
関
す
る
四
十
七
の
「
習
 
 

題
」
と
、
全
体
に
関
す
る
七
つ
の
「
自
動
研
究
題
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
に
燕
始
堂
較
梓
本
の
影
印
が
あ
る
。
な
お
、
「
T
H
E
 
 

T
R
U
E
I
D
E
A
O
F
G
O
D
」
と
い
う
英
文
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

李
秀
雄
訳
『
天
主
実
義
』
 
（
西
江
大
学
校
神
学
研
究
所
編
、
神
学
叢
書
第
二
十
三
巻
、
プ
ン
ド
出
版
社
、
一
九
八
四
）
 
 
 

訳
者
の
「
天
主
昇
義
訳
序
」
に
続
い
て
、
「
天
主
実
義
引
」
と
本
文
の
ハ
ン
グ
ル
訳
の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

宋
栄
培
等
訳
『
召
千
ゼ
句
』
 
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
会
、
一
九
九
九
）
 
 
 

原
文
を
鹿
く
章
句
に
切
り
な
が
ら
、
逐
語
的
に
ハ
ン
グ
ル
訳
を
施
し
て
い
る
。
巻
首
に
「
天
主
実
義
序
」
、
「
天
主
実
義
重
刻
序
」
、
 
 

「
天
主
実
義
引
」
を
、
巻
末
に
注
汝
淳
の
「
童
刻
天
主
実
義
政
」
と
、
朝
鮮
の
李
濱
（
号
は
星
湖
、
一
六
八
一
～
一
七
六
三
）
 
の
「
政
 
 

天
主
実
義
」
を
収
め
る
。
ま
た
、
右
天
学
初
函
』
本
、
香
港
本
（
一
九
〇
四
）
、
上
海
本
（
一
九
三
五
）
、
英
訳
本
（
一
九
八
五
）
を
対
 
 

校
し
た
校
勘
表
と
原
文
が
掲
げ
ら
れ
、
末
尾
に
は
主
要
語
句
の
索
引
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

馬
愛
徳
主
編
、
藍
克
実
・
帆
国
槙
訳
註
『
T
H
E
T
R
U
E
M
E
A
N
I
N
G
O
F
T
H
E
L
O
R
D
O
F
H
E
A
く
E
N
』
 
（
T
h
e
H
n
s
t
i
t
u
t
e
 
 

O
f
l
e
s
u
i
t
S
O
u
r
C
e
S
t
．
L
O
u
i
s
L
九
八
五
）
 
 
 

巻
頭
に
訳
者
の
序
論
（
解
説
）
を
掲
げ
、
本
文
は
、
左
頁
に
原
文
、
右
京
に
英
訳
文
を
載
せ
る
。
原
文
の
下
部
に
衰
干
の
語
注
が
 
 

施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
附
録
と
し
て
「
リ
ッ
チ
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
要
約
」
、
並
び
に
参
考
文
献
と
書
名
索
引
が
附
せ
ら
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

佐
伯
好
郎
著
『
支
那
基
督
教
の
研
究
3
』
（
春
秋
社
、
一
九
四
四
）
 
 
 



l
 
 

（
 
 以

下
に
は
、
『
天
主
実
義
』
 
の
初
刻
に
当
た
っ
て
附
せ
ら
れ
た
次
の
二
つ
の
序
文
を
現
代
語
訳
し
て
載
せ
る
。
 
 

〔
凡
 
例
〕
 
 

一
底
本
と
し
て
は
、
明
の
李
之
藻
が
編
纂
し
た
『
天
学
初
函
』
 
（
一
六
二
九
年
刊
）
 
理
編
所
収
本
（
燕
胎
堂
較
梓
版
）
を
用
い
た
。
 
 

一
底
本
の
文
字
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
方
豪
著
「
『
天
主
実
義
』
の
改
意
」
 
（
『
方
豪
六
十
自
定
稿
』
下
冊
）
等
を
参
考
に
し
て
、
こ
 
 
 

れ
を
改
め
た
。
但
し
、
後
世
の
攻
究
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
 
 

一
原
文
に
は
な
い
が
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
適
宜
改
行
を
施
し
た
。
 
 

一
訳
文
は
で
き
る
だ
け
平
易
な
現
代
語
表
記
を
心
掛
け
た
。
〔
 
〕
内
は
原
文
に
な
い
語
句
を
補
っ
た
と
こ
ろ
を
、
（
 
）
内
は
語
 
 
 

本
書
（
第
三
篇
 
明
時
代
の
支
那
基
督
教
）
 
の
約
六
分
の
一
を
、
「
第
七
章
 
利
鴫
筆
者
『
天
主
実
義
』
と
そ
の
解
説
」
に
割
き
、
 
 

『
天
主
実
義
』
全
篇
に
わ
た
る
詳
細
な
内
容
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
正
確
な
現
代
語
訳
で
は
な
い
。
 
 
 

後
藤
基
巳
著
『
天
主
実
義
』
 
（
「
中
国
古
典
新
書
」
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
こ
 
 
 

巻
頭
に
解
説
を
附
し
、
本
文
は
全
八
篇
の
抄
訳
で
あ
る
。
書
き
下
し
文
、
原
文
（
句
読
点
、
返
り
点
を
付
す
）
、
語
注
、
現
代
語
訳
 
 

が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
天
主
実
義
』
を
「
中
国
古
典
」
 
の
一
冊
と
し
て
取
り
上
げ
た
画
期
的
な
書
物
と
言
え
る
。
 
 
 

柴
田
篤
著
「
『
天
主
実
義
』
の
研
究
（
こ
～
（
五
）
」
 
（
「
哲
学
年
報
」
第
五
四
～
五
七
、
五
九
、
一
九
九
五
～
一
九
九
八
、
二
〇
〇
〇
）
 
 
 

首
篇
か
ら
第
五
篇
ま
で
、
全
文
の
現
代
語
訳
に
語
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
六
〇
一
年
（
万
暦
二
九
年
）
一
月
に
、
未
刻
の
状
態
で
凋
応
京
が
書
い
た
 
「
天
主
実
義
序
」
。
 
 

一
六
〇
三
年
（
万
暦
三
一
年
）
 
七
月
に
、
北
京
で
の
出
版
に
当
た
っ
て
利
鴫
睾
が
記
し
た
 
「
天
主
実
義
引
」
。
 
 

五
 
『
天
主
実
義
』
の
序
文
－
現
代
語
訳
－
 
 



『天主実義』の出版  

川
 
「
天
主
実
義
序
」
（
礪
応
京
撰
）
 
 
 

（
2
）
 
 
 

（
1
）
 
 
 

『
天
主
実
義
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
利
鴫
筆
先
生
と
、
同
郷
の
耶
蘇
会
土
方
が
、
我
が
中
国
人
と
行
っ
た
問
答
の
文
章
で
あ
る
。
「
天
主
」
 
 

（
4
）
 
 

（
3
）
 
と
は
何
か
。
上
帝
の
こ
と
で
あ
る
。
「
実
」
と
い
う
の
は
空
虚
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
我
が
国
の
六
経
や
四
書
に
お
い
て
は
、
代
々
 
 

（
8
）
 
 

（
7
）
 
 

（
6
）
 
 

（
5
）
 
 

の
聖
人
や
賢
人
が
、
「
上
帝
を
畏
れ
る
」
、
「
上
帝
を
助
け
る
」
、
「
上
帝
に
仕
え
る
」
、
「
上
帝
に
至
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
一
体
誰
が
〔
こ
 
 

れ
ら
聖
賢
の
教
え
を
〕
 
空
虚
な
説
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
 
 
 

後
漠
の
明
帝
が
イ
ン
ド
か
ら
こ
の
〔
空
虚
な
〕
説
（
仏
教
）
を
招
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。
好
事
家
が
、
「
孔
子
が
か
つ
て
『
西
方
の
聖
人
』
 
 

（
9
）
 
 

と
賞
賛
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
仏
陀
の
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
説
い
て
、
そ
の
説
を
ま
る
で
六
経
に
勝
る
か
の
よ
う
に
鼓
吹
し
 
 

た
。
イ
ン
ド
は
中
国
の
西
に
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
イ
ン
ド
の
更
に
西
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
仏
教
は
西
方
か
 
 

（
1
0
）
 
 

ら
は
、
世
俗
の
無
知
な
る
人
々
を
勧
誘
し
た
ビ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
言
葉
を
剰
窃
し
、
そ
の
説
を
敷
街
し
て
輪
廻
を
説
き
、
中
国
か
ら
は
、
万
 
 

じ
御
門
 
 

物
を
袈
狗
で
あ
る
と
し
た
老
子
の
言
葉
を
剰
窃
し
、
そ
の
説
を
敷
街
し
て
寂
滅
を
説
い
た
。
〔
そ
し
て
〕
天
地
四
方
の
世
界
一
切
を
塵
や
芥
 
 

と
見
な
し
、
た
だ
ち
に
こ
れ
ら
の
世
界
を
超
脱
す
る
こ
と
を
高
尚
な
こ
と
だ
と
し
た
。
 
 
 

旬
の
簡
単
な
説
明
を
施
し
た
と
こ
ろ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。
 
 

一
訳
文
中
、
キ
リ
ス
ト
教
で
説
く
「
神
」
に
つ
い
て
は
、
「
天
主
」
と
い
う
訳
語
で
統
一
し
た
。
但
し
原
文
に
「
天
主
」
と
な
い
も
 
 
 

の
に
つ
い
て
は
、
原
文
を
 
（
 
）
 
で
示
し
た
。
 
 

一
利
鴫
睾
独
特
の
用
語
や
用
法
な
ど
は
、
注
で
原
文
を
示
し
た
。
 
 

一
注
に
引
用
す
る
『
新
約
聖
書
』
 
の
語
は
、
『
聖
書
 
新
共
同
訳
』
 
（
日
本
聖
書
協
会
発
行
、
一
九
八
七
）
 
に
依
っ
た
。
ま
た
、
同
 
 

じ
く
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
 
『
報
告
書
』
は
、
川
名
公
平
氏
訳
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
一
・
二
』
 
（
岩
波
書
店
『
大
航
海
時
代
叢
 
 

書
』
第
Ⅲ
期
、
第
八
・
九
巻
所
収
、
一
九
八
二
・
一
九
八
三
）
 
に
依
っ
た
。
 
 



中
国
で
は
、
聖
人
も
造
か
に
遠
ざ
か
り
、
そ
の
言
葉
も
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
仏
教
徒
の
心
を
服
従
さ
せ
、
そ
の
勢
い
を
阻
む
者
は
ほ
と
 
 

ん
ど
い
な
い
。
さ
ら
に
、
内
面
的
に
は
ゆ
つ
た
ヶ
と
し
て
静
か
な
快
適
さ
を
願
う
が
、
外
面
的
に
は
果
て
し
な
く
広
く
大
き
な
奇
抜
な
も
 
 

の
に
あ
こ
が
れ
、
．
生
き
て
い
る
時
に
は
名
利
に
奔
走
す
る
苦
労
を
厭
う
が
、
死
ん
で
か
ら
は
六
道
を
輪
廻
す
る
苦
労
を
怖
れ
る
。
古
代
は
 
 

疲
れ
果
て
る
と
天
に
助
け
を
求
め
た
が
、
現
代
は
仏
陀
を
呼
び
求
め
る
。
古
代
は
天
地
や
土
地
・
五
穀
の
神
、
山
川
や
祖
先
の
廟
を
祀
っ
 
 

（
1
2
）
 
た
が
、
．
現
代
は
仏
陀
を
祀
っ
て
い
る
。
古
代
の
学
ぶ
者
は
天
を
知
り
、
天
に
順
っ
た
が
、
現
代
で
は
仏
陀
を
念
じ
て
仏
陀
に
な
ろ
う
と
し
 
 

（
1
3
）
（
1
4
）
 
て
い
る
。
古
代
の
仕
え
る
者
は
〔
天
下
を
治
め
る
〕
天
の
働
き
せ
慎
し
み
明
ら
か
に
し
て
、
自
分
勝
手
に
休
ん
だ
り
怠
け
た
り
し
て
、
人
 
 

民
に
何
の
利
益
も
与
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
現
代
に
お
い
て
は
、
朝
廷
に
隠
れ
て
い
る
か
、
〔
さ
も
な
く
ば
〕
禅
 
 

門
に
逃
れ
て
世
間
か
ら
遊
離
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
仏
陀
は
イ
ン
ド
の
君
王
・
教
師
で
あ
る
。
我
が
国
に
は
元
来
君
主
・
教
師
が
お
ら
れ
た
。
三
皇
（
伏
義
・
神
農
・
女
嫡
）
・
五
 
 

帝
（
黄
帝
・
瀕
項
・
帝
馨
・
尭
・
舜
）
・
三
王
（
夏
の
南
王
・
般
の
湯
王
・
周
の
文
王
）
・
周
公
・
孔
子
、
及
び
我
が
明
王
朝
の
太
祖
以
来
 
 

あ
な
ど
 
の
天
子
が
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。
イ
ン
イ
の
君
王
・
教
師
〔
で
あ
る
仏
陀
〕
は
、
天
を
侮
っ
て
そ
の
上
に
自
説
を
凌
駕
さ
せ
る
が
、
我
が
 
 

中
国
の
君
王
・
教
師
〔
で
あ
る
聖
人
〕
は
、
天
を
継
い
で
そ
の
下
に
規
範
を
立
て
た
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
〔
人
々
が
〕
仏
陀
に
従
う
の
を
 
 

告
め
は
し
な
い
が
、
し
か
し
中
国
に
お
い
て
〔
人
々
が
聖
人
か
ら
〕
学
ん
だ
こ
と
を
捨
て
て
仏
陀
に
従
う
と
い
う
の
は
、
一
体
ど
う
い
う
 
 

（
1
5
）
 
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
程
伊
川
は
、
「
儒
者
は
天
に
基
づ
き
、
仏
者
は
心
に
基
づ
く
」
と
温
べ
た
。
心
を
規
範
と
す
る
の
と
天
を
規
範
と
す
る
 
 

の
と
で
は
、
私
欲
が
有
る
の
と
無
い
の
と
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
両
者
〔
の
違
い
〕
に
よ
っ
て
そ
の
〔
人
の
〕
志
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
 
 

き
る
。
 
 

（
1
6
）
 
 
こ
の
書
物
は
、
我
が
〔
国
の
〕
六
経
の
語
句
を
次
々
に
引
用
し
て
、
そ
の
説
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
空
虚
を
語
る
説
の
誤
り
 
 

を
批
判
し
て
い
る
。
洒
方
の
〔
ヨ
一
口
ッ
パ
の
〕
説
に
よ
っ
て
、
西
方
の
〔
イ
ン
ド
の
〕
説
を
正
し
、
中
国
の
．
〔
六
経
の
〕
説
に
よ
っ
て
、
 
 

中
国
〔
の
人
々
〕
を
教
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
人
が
人
倫
を
捨
て
事
物
を
排
し
て
、
執
着
も
な
け
れ
ば
汚
染
 
 
 



『天主実義』の出版  

も
さ
れ
な
い
と
む
や
み
に
言
う
の
は
、
要
す
る
に
輪
廻
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
輪
廻
〔
の
説
〕
 
が
で
た
ら
め
で
 
 

あ
る
の
は
き
わ
め
て
明
白
で
あ
る
。
我
が
身
の
こ
と
ば
か
り
に
知
力
を
尽
く
し
、
体
の
内
外
に
境
界
を
設
け
る
の
は
、
要
す
る
に
自
分
の
 
 

親
だ
け
を
親
と
し
、
自
分
の
子
だ
け
を
子
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
天
の
父
が
〔
分
け
隔
て
な
く
〕
公
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
 
 

（
1
7
）
 
 

ま
た
き
わ
め
て
明
白
で
あ
る
」
と
。
本
性
に
つ
い
て
は
、
人
は
鳥
獣
と
全
く
異
な
る
も
の
だ
と
説
き
、
修
養
に
つ
い
て
は
、
欲
を
去
る
こ
 
 

（
柑
）
 
 

と
に
始
ま
り
、
仁
を
行
う
こ
と
に
終
わ
る
と
説
い
て
い
る
。
時
と
し
て
中
国
に
お
い
て
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、
聞
い
て
は
い
て
 
 

も
努
力
を
し
て
い
な
け
こ
と
が
、
十
の
う
ち
の
九
つ
は
あ
る
。
 
 
 

利
先
生
は
八
万
里
も
世
界
を
巡
り
、
天
の
高
み
を
窮
め
、
地
の
深
み
を
窮
め
て
、
い
さ
さ
か
も
違
う
こ
と
が
な
い
。
私
が
窮
め
た
こ
と
 
 

も
な
い
事
柄
を
す
で
に
窮
め
て
、
確
固
た
る
根
拠
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
神
妙
な
道
理
は
受
け
取
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
無
視
す
る
こ
と
 
 

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
〔
そ
の
間
い
た
こ
と
の
な
い
説
に
つ
い
て
は
〕
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
る
だ
け
で
取
り
上
げ
て
論
じ
る
こ
 
 

と
は
せ
ず
、
取
り
上
げ
て
論
じ
て
も
判
定
を
下
す
こ
と
は
し
な
い
。
〔
ま
た
〕
聞
い
て
は
い
て
も
努
力
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
 
 

は
っ
と
悟
り
、
慎
ん
で
思
い
、
懸
命
に
努
力
し
な
い
で
よ
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
年
老
い
て
広
い
地
域
に
出
か
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
知
識
 
 

あ
 
 

も
井
戸
の
甘
か
ら
天
を
見
上
げ
る
ほ
ど
の
狭
い
も
の
で
あ
る
が
、
〔
あ
の
仏
教
の
〕
空
虚
な
説
の
弊
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
あ
の
方
〔
利
 
 

先
生
〕
が
真
実
を
語
ら
れ
る
の
を
〔
心
か
ら
〕
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。
謹
ん
で
こ
の
書
の
は
じ
め
に
記
し
、
真
理
に
到
達
し
た
方
〔
利
先
生
〕
 
 

と
丑
（
に
〔
真
理
を
〕
究
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
2
0
）
 
 
 

（
1
9
）
 
 
 

万
暦
二
十
九
年
正
月
吉
日
 
後
学
の
凋
応
京
が
謹
ん
で
序
す
。
 
 

原
文
に
題
「
大
西
周
利
子
」
と
凍
る
。
利
鴫
賓
は
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
る
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
M
a
t
t
e
。
ふ
i
c
c
i
L
五
五
二
～
一
六
一
〇
）
の
中
国
名
。
 
 

原
文
に
は
「
其
郷
会
友
」
と
あ
る
。
イ
グ
ナ
チ
オ
・
ロ
ヨ
ラ
ら
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
会
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
（
耶
蘇
会
）
、
の
全
土
で
、
 
 
 



中
国
に
渡
来
し
た
者
を
指
す
。
リ
ッ
チ
と
同
時
期
の
入
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
イ
タ
リ
ア
人
が
多
い
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
出
身
者
も
い
た
。
 
 

（
3
）
 
上
帝
と
は
、
中
国
古
代
の
人
々
が
尊
崇
し
た
、
天
地
・
自
然
・
人
事
万
般
を
支
配
す
る
天
上
の
至
高
者
の
こ
と
。
『
天
主
実
義
』
第
二
篇
の
2
8
に
西
士
の
 
 

言
葉
と
し
て
、
「
我
々
の
天
主
は
、
〔
中
国
〕
古
代
の
経
書
で
上
帝
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
」
と
あ
る
。
 
 

（
4
）
 
六
経
は
、
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の
六
つ
の
経
書
の
こ
と
。
た
だ
し
六
経
の
う
ち
、
楽
は
書
物
と
し
て
伝
わ
ら
ず
、
後
世
で
は
、
『
易
経
』
・
『
書
 
 
 

経
』
・
『
詩
経
』
・
『
礼
記
』
・
『
春
秋
』
が
五
経
と
称
さ
れ
る
。
四
書
は
『
大
学
』
・
『
中
庸
』
・
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
の
四
つ
の
書
物
の
こ
と
。
『
大
学
』
・
『
中
庸
』
 
 

は
元
来
『
礼
記
』
 
の
一
篇
で
あ
る
が
、
末
代
の
朱
子
学
以
降
、
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
と
併
せ
て
「
四
書
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
。
 
 

（
5
）
 
『
書
経
』
揚
誓
篇
に
、
「
上
昇
を
畏
る
」
と
あ
る
。
 
 

よ
 

た
す
 
 

（
6
）
 
『
孟
子
』
梁
恵
王
篇
下
に
、
「
其
れ
上
帝
を
助
け
」
と
あ
る
。
『
書
経
』
泰
誓
篇
に
「
克
く
上
帝
を
相
く
」
と
あ
る
の
を
引
用
し
た
も
の
。
 
 

つ
か
 
 

（
7
）
 
『
書
経
』
泰
誓
上
篇
に
、
「
上
帝
神
祇
に
事
、
え
、
上
帝
を
敬
し
」
と
、
ま
た
同
じ
く
立
政
篇
に
、
「
上
帝
に
敬
事
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
詩
経
』
大
明
篇
に
 
 

「
上
帝
に
昭
事
す
」
と
濁
る
。
 
 

い
た
 
 

（
8
）
 
『
書
経
』
君
爽
篇
に
、
「
上
帝
に
格
る
」
と
あ
る
。
以
上
の
経
書
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
『
天
主
実
義
』
第
二
篇
の
2
8
を
参
照
。
 
 

（
9
）
 
『
列
子
』
仲
尼
篇
に
、
孔
子
の
言
葉
と
し
て
「
西
方
の
人
に
聖
賢
有
り
。
治
め
ず
し
て
乱
れ
ず
、
言
わ
ず
し
て
自
ら
信
ぜ
ら
れ
、
化
せ
ず
し
て
自
ら
行
わ
 
 
 

れ
、
蕩
蕩
と
し
て
民
の
能
く
名
づ
く
る
無
し
」
と
あ
る
。
 
 

（
1
0
）
 
ピ
エ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
P
y
t
h
a
g
O
r
a
S
の
こ
と
。
原
文
に
は
「
閉
他
臥
刺
」
と
あ
る
。
『
天
主
実
義
』
第
五
篇
の
2
を
参
照
。
 
 

（
1
1
）
 
『
老
子
』
第
五
章
に
「
天
地
は
不
仁
な
り
。
万
物
を
以
て
賓
狗
と
為
す
」
と
あ
る
。
賓
狗
と
は
わ
ら
で
作
っ
た
犬
で
、
祭
事
が
終
わ
る
と
捨
て
ら
れ
る
こ
 
 
 

と
か
ら
、
用
事
が
済
め
ば
捨
て
ら
れ
る
こ
と
。
 
 

（
1
2
）
 
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
に
、
「
其
の
心
を
尽
く
す
者
は
其
の
性
を
知
る
な
り
。
其
の
性
を
知
れ
ば
則
ち
天
を
知
る
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
周
易
』
草
卦
に
、
 
 

あ
ら
た
 
 

「
湯
武
、
命
を
革
め
、
天
に
順
い
て
人
に
応
ず
」
と
あ
る
。
 
 

（
1
3
）
 
原
文
に
は
 
「
貫
亮
天
工
」
と
あ
る
。
『
書
経
』
周
官
篇
に
、
「
天
地
を
寅
亮
す
」
と
見
え
る
。
 
 

（
1
4
）
 
原
文
に
は
「
自
暇
自
逸
」
と
あ
る
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
裏
公
十
八
年
に
、
「
人
、
不
穀
（
不
善
）
な
る
を
以
て
自
逸
し
て
先
君
の
業
を
忘
る
る
を
為
す
な
り
」
 
 

と
あ
る
。
 
 

（
1
5
）
 
程
伊
川
は
北
宋
の
儒
者
で
あ
る
程
隋
（
一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
）
 
の
こ
と
。
『
二
程
遺
書
』
巻
二
三
に
、
「
聖
人
は
天
に
本
づ
き
、
釈
氏
は
心
に
本
づ
く
」
 
 

と
あ
る
。
 
 

（
1
6
）
 
『
天
主
実
義
』
に
は
随
所
に
五
経
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
第
二
篇
の
軍
 
第
四
篇
の
2
、
第
六
篇
の
1
0
で
は
集
中
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
7
）
 
『
天
主
実
義
』
第
三
篇
を
参
照
。
 
 
 

一
二
八
 
 



『天主実義』の出版  

国
や
天
下
を
平
和
に
治
め
る
た
め
の
不
変
の
道
理
は
、
た
だ
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
だ
か
ら
、
聖
人
や
賢
人
は
、
忠
実
 
 

（
1
）
 
 

で
あ
る
こ
と
を
臣
下
に
対
し
て
教
え
た
。
忠
実
で
あ
る
と
は
二
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
倫
で
は
君
主
〔
と
臣
下
と
の
関
係
〕
 
 

（
2
）
 
 

が
一
番
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
君
臣
関
係
は
三
綱
の
第
一
番
目
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
正
義
の
士
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
行
う
。
 
 

古
代
に
お
い
て
、
世
の
中
が
乱
れ
群
雄
が
割
拠
し
て
本
当
の
君
主
が
定
ま
ら
な
い
時
に
、
忠
義
心
を
抱
く
者
は
正
統
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
 
 

を
注
意
深
く
観
察
し
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
カ
ら
〔
正
統
を
継
い
で
王
と
な
る
者
の
た
め
に
は
〕
我
が
身
を
捧
げ
て
従
い
、
〔
そ
の
心
 
 

を
〕
決
し
て
変
え
る
こ
と
が
か
か
っ
た
。
 
 
 

国
に
君
主
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
天
地
に
だ
け
主
宰
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
国
が
一
人
〔
の
君
主
〕
に
よ
っ
て
治
め
 
 

ら
れ
る
の
に
、
天
地
に
二
人
の
主
宰
者
が
い
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
君
子
た
る
者
は
、
天
地
の
根
源
、
造
化
の
根
本
に
対
し
て
、
 
 

こ
れ
を
知
り
仰
ぎ
見
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
り
 
〔
し
か
し
悪
し
き
〕
人
は
法
網
に
反
抗
し
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
罪
を
犯
し
、
巧
み
に
世
の
中
 
 

を
奪
い
取
っ
て
も
ま
だ
満
足
す
る
こ
と
が
な
く
、
天
主
 
（
天
帝
）
 
の
位
を
借
り
て
は
そ
の
上
に
止
ま
ろ
う
と
し
た
。
た
だ
、
天
の
高
さ
は
 
 
 

（
1
8
）
 
『
天
主
実
義
』
第
六
篇
を
参
照
。
 
 

（
1
9
）
 
原
文
に
は
「
孟
春
穀
旦
」
と
あ
る
。
万
暦
二
十
九
年
は
一
六
〇
一
年
に
当
た
る
。
 
 

（
2
0
）
 
鳩
応
京
二
五
五
五
～
一
六
〇
六
）
、
字
は
可
大
、
号
は
慕
岡
。
万
暦
二
〇
年
の
進
士
で
、
戸
部
主
事
・
湖
広
食
事
等
に
な
る
。
利
鴫
貰
ら
と
探
い
交
わ
 
 
 

り
を
持
つ
が
、
洗
礼
を
受
け
る
前
に
急
死
し
た
よ
う
で
あ
る
。
利
礪
睾
は
『
報
告
書
』
第
四
の
苧
第
一
五
章
の
中
で
、
彼
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
か
 
 
 

が
、
こ
の
「
天
主
実
義
序
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
た
し
た
ち
が
最
も
高
く
評
価
し
た
の
は
、
彼
の
書
い
た
序
文
だ
っ
た
。
後
に
、
 
 
 

そ
れ
は
神
父
が
チ
ー
ナ
語
で
書
い
た
『
公
教
要
理
』
〔
天
主
実
義
〕
に
収
め
て
印
刷
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
彼
は
高
雅
な
文
章
と
深
い
学
識
に
よ
っ
て
偶
像
教
 
 
 

を
激
し
く
非
難
し
、
わ
た
し
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
を
称
揚
し
た
。
そ
れ
以
来
い
ま
に
至
る
ま
で
、
こ
の
著
作
は
そ
の
序
文
の
お
か
げ
で
大
き
な
権
威
を
持
つ
 
 

よ
う
に
な
っ
た
。
」
 
 

㈱
 
天
主
実
義
引
（
利
喝
賽
撰
）
 
 



は
し
ご
 
 

梯
を
掛
け
て
登
る
こ
と
が
で
き
ず
、
人
の
欲
望
は
遂
げ
に
く
い
た
め
に
、
偽
っ
て
邪
説
を
広
め
て
 

し
て
は
、
で
た
ら
め
に
、
人
々
が
 
〔
こ
の
世
の
〕
幸
福
と
利
益
を
当
て
に
し
て
、
そ
れ
を
崇
拝
し
祭
祀
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
思
う
に
、
 
 

誰
も
彼
も
が
天
主
 
（
上
帝
）
 
に
対
し
て
罪
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
天
は
世
々
に
重
く
災
い
を
降
し
た
の
で
あ
る
が
、
人
々
は
そ
 
 

の
理
由
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
あ
あ
、
何
と
哀
し
い
こ
と
で
あ
る
か
。
盗
人
を
主
君
と
認
め
る
者
で
な
い
と
言
え
よ
う
か
。
 
 

聖
人
が
現
れ
る
こ
と
な
く
、
化
け
物
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
人
々
を
煽
動
し
、
〔
か
く
し
て
〕
誠
実
の
道
理
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
 
 

（
3
）
 
 
 

私
は
若
い
時
か
ら
国
を
出
て
広
く
世
界
を
巡
り
、
こ
う
し
た
害
毒
が
あ
ら
ゆ
牒
所
に
及
ん
で
い
る
の
を
見
た
。
思
う
に
、
尭
・
舜
の
民
 
 

（
4
）
 

（
5
）
 
 

で
あ
り
、
周
公
・
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
中
国
の
人
々
は
、
天
に
基
づ
く
道
理
や
天
に
関
す
る
学
問
を
修
め
て
、
決
し
て
 
〔
誤
っ
た
考
え
に
〕
 
 

移
り
染
ま
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
中
に
は
 
〔
誤
っ
た
考
え
に
陥
る
こ
と
を
〕
免
れ
な
い
者
も
い
た
。
私
は
ひ
そ
か
に
 
 

彼
ら
の
た
め
に
論
証
し
ょ
う
と
思
っ
た
の
だ
が
、
遠
方
か
ら
の
一
人
旅
、
言
語
や
文
字
も
中
国
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
口
も
手
も
思
う
 
 

に
任
せ
な
い
。
そ
の
う
え
、
資
質
も
粗
雑
で
あ
り
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
っ
て
も
〔
反
対
に
〕
ま
す
ま
す
暗
く
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
 
 

（
6
）
 
 

れ
た
。
長
い
間
、
こ
う
し
た
思
い
に
嘆
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
二
十
年
以
上
も
、
朝
な
夕
な
に
天
を
仰
い
で
は
涙
な
が
ら
に
祈
っ
た
。
天
 
 

を
仰
い
で
は
、
天
主
が
人
民
を
憐
れ
み
赦
さ
れ
て
、
必
ず
や
〔
正
し
い
道
理
を
〕
明
ら
か
に
さ
れ
て
、
〔
誤
っ
た
道
理
を
〕
正
さ
れ
る
で
あ
 
 

ろ
う
こ
と
を
思
っ
た
。
〔
あ
る
日
〕
突
然
、
二
、
三
の
友
人
が
現
れ
て
私
に
語
っ
た
、
「
正
し
い
発
音
を
知
ら
な
く
て
も
、
盗
み
を
見
た
ら
 
 

声
を
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の
側
に
憐
れ
み
深
く
屈
強
な
人
物
が
い
た
ら
、
声
を
聞
い
て
立
ち
上
が
っ
て
攻
撃
す
る
で
し
ょ
 
 

ぅ
」
と
。
〔
そ
こ
で
〕
私
は
中
国
の
士
人
が
私
た
ち
に
質
問
を
し
た
こ
と
に
 

あ
あ
、
愚
か
な
者
が
目
で
見
え
な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
と
思
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
目
の
見
え
な
い
者
が
空
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
 
 

空
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
陽
の
光
は
実
在
し
、
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
太
陽
 
 

（
7
）
 
 

が
存
在
し
な
い
と
ど
う
し
て
心
配
し
よ
う
か
。
天
主
の
道
理
は
人
の
心
の
中
に
備
わ
っ
て
い
る
が
、
人
は
自
分
で
は
気
が
つ
か
な
い
し
、
 
 

ま
た
顧
み
よ
う
と
も
思
わ
な
い
の
で
あ
る
。
〔
彼
ら
は
〕
天
の
主
宰
者
は
形
体
を
持
た
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
〔
そ
れ
自
身
〕
完
全
な
目
 
 
 

一
三
〇
 
 
 



『天主実義』の出版  

で
あ
る
か
ら
見
え
な
い
も
の
は
な
く
、
完
全
な
耳
で
あ
る
か
ら
聞
こ
え
な
い
も
の
は
な
く
、
完
全
な
足
で
あ
る
か
ら
行
け
な
い
と
こ
ろ
は
 
 

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
孝
行
の
子
に
と
っ
て
は
、
両
親
の
恩
愛
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
不
肖
の
子
に
と
っ
て
は
、
 
 

（
8
）
 
 

官
憲
や
裁
判
官
の
威
厳
の
よ
う
な
も
の
で
あ
薫
お
よ
そ
善
を
行
う
者
は
、
必
ず
最
高
に
尊
い
方
が
こ
の
世
界
を
治
め
て
い
る
と
い
う
こ
 
 

と
を
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
尊
い
者
な
ど
存
在
し
な
い
、
か
り
に
存
在
し
て
も
人
の
こ
と
に
は
関
与
し
な
い
、
と
言
 
 

う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
善
を
行
う
門
を
閉
ざ
し
て
悪
を
行
う
道
を
大
き
く
開
く
も
の
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
人
々
は
突
然
鳴
り
響
く
雷
 
 

の
大
音
声
が
枯
木
を
打
ち
倒
す
だ
け
で
、
不
仁
者
の
身
に
は
及
ば
な
い
の
を
見
て
、
天
上
に
は
主
宰
者
な
ど
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
 
 

と
疑
う
。
〔
彼
ら
は
〕
天
の
罰
や
報
い
は
広
く
大
き
な
も
の
で
、
決
し
て
漏
ら
す
こ
と
が
な
く
、
後
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
重
く
な
 
 

る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

思
う
に
、
我
々
が
最
高
に
尊
い
方
を
敬
い
従
う
た
め
に
は
、
香
を
焚
い
て
祭
祀
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
常
に
万
物
の
根
源
な
る
父
〔
で
 
 

あ
る
天
主
〕
の
大
い
な
る
造
化
の
働
き
に
思
い
を
致
し
、
〔
天
主
が
〕
必
ず
最
高
の
知
恵
で
こ
れ
を
営
み
、
最
高
の
能
力
で
こ
れ
を
成
し
遂
 
 

げ
、
最
高
の
善
を
備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
物
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る
も
の
を
欠
け
る
こ
と
な
く
満
た
す
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
 
 

と
 
〔
が
必
要
〕
 
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
て
こ
そ
大
い
な
る
道
を
知
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
道
理
は
隠
れ
て
い
て
明
ら
か
 
 

に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
広
範
な
も
の
で
あ
っ
て
す
べ
て
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は
難
し
く
、
知
っ
て
も
こ
れ
を
言
い
表
す
こ
と
は
難
し
い
。
 
 

そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
学
ば
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
〔
我
々
は
〕
天
主
に
つ
い
て
少
し
し
か
知
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
少
し
の
こ
 
 

と
の
有
益
さ
は
、
他
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
よ
り
も
は
る
か
に
勝
っ
て
い
る
。
 
 
 

願
わ
く
は
、
こ
の
 
『
天
主
実
義
』
を
読
む
者
が
、
そ
の
文
章
が
さ
さ
や
か
で
あ
る
た
め
に
、
天
主
の
教
え
も
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
と
見
 
 

な
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
天
主
〔
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
著
す
な
ら
ば
、
そ
の
量
〕
は
天
地
も
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
り
、
 
 

（
9
）
 
〔
ま
し
て
〕
 
こ
の
小
さ
な
書
物
な
ど
に
ど
う
し
て
載
せ
ら
れ
よ
う
か
。
 
 

（
1
0
）
 
 
 

時
に
万
暦
三
十
一
年
、
発
卯
の
年
、
七
月
十
六
日
 
利
鴫
睾
が
書
す
。
 
 
 



【
注
釈
】
 
 

〔
附
記
〕
 
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
基
盤
研
究
の
「
『
天
主
実
義
』
と
そ
の
思
想
的
影
響
に
関
す
る
研
究
」
 
 
 

で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
 
 
 

名
は
丘
、
字
は
仲
尼
。
春
秋
時
代
の
魯
の
国
の
思
想
家
で
、
儒
学
・
儒
教
の
創
始
者
で
あ
る
。
 
 

（
5
）
 
原
文
に
は
 
「
天
理
天
学
」
と
あ
る
。
 
 

（
6
）
 
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
 
（
利
喝
睾
）
 
が
中
国
本
土
に
入
っ
た
の
は
、
一
五
八
二
年
（
万
暦
十
）
 
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
『
新
約
聖
書
』
 
の
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
第
1
7
章
2
1
節
に
、
「
実
に
、
神
の
国
は
あ
な
た
が
た
の
間
に
あ
る
の
だ
」
と
あ
る
。
 
 

（
8
）
 
原
文
に
は
「
上
尊
者
」
と
あ
る
。
 
 

（
9
）
 
『
天
主
実
義
』
首
篇
の
1
6
に
引
く
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
の
挿
話
を
参
照
。
ま
た
、
『
新
約
聖
書
』
の
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
第
2
1
章
2
5
節
に
、
「
イ
エ
 
 

ス
の
な
さ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
わ
た
し
は
思
う
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
書
く
な
ら
ば
、
世
界
も
そ
の
書
か
れ
た
書
物
を
収
 
 
 

め
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
 
 

（
1
0
）
 
万
暦
三
十
一
年
は
一
六
〇
三
年
に
当
た
る
。
 
 

（
2
）
 
 

（
3
）
 
 

（
4
）
 
 

（
1
）
 
 

五
つ
の
人
間
関
係
に
お
け
る
あ
る
べ
き
あ
り
方
を
示
す
も
の
で
、
儒
教
倫
理
の
中
心
を
な
す
。
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
『
孟
子
』
膝
文
公
篇
上
に
、
「
父
子
 
 

に
親
有
り
、
君
臣
に
義
有
り
、
夫
婦
に
別
有
り
、
長
幼
に
叙
有
り
、
朋
友
に
信
有
あ
り
」
と
あ
る
に
基
づ
く
。
 
 
 

三
つ
の
重
要
な
人
間
関
係
を
表
す
も
の
で
、
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
の
道
を
指
す
。
 
 
 

中
国
古
代
の
聖
天
子
で
あ
る
尭
帝
と
舜
帝
。
 
 
 

周
公
は
、
名
は
旦
。
周
王
朝
を
建
て
た
武
王
の
弟
で
、
魯
の
国
に
封
じ
ら
れ
る
。
周
の
制
度
や
文
化
を
定
め
た
。
孔
子
（
前
五
五
一
～
前
四
七
九
）
は
、
 
 

一
三
二
 
 


